
 
 
 令和５年度 第２号 

市民生活部人権男女共同参画室  

庁内人権・男女通信 

この号の内容  

1 人権問題講演会  

2   女性に対する暴力をなくす

運動・パープル・ライトアッ

プ 

3   新規採用職員研修を行いま

した 

 

配偶者等からの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、セクシュアルハラス

メント等、女性に対する暴力は、重大な人権侵害であり、決して許されない行

為です。あなたの身近に「暴力」は潜んでいませんか？暴力の「未然防止」や

「拡大防止」に向けた意識を高め、被害者や関係者が、相談窓口等の必要な情

報を入手し、ためらうことなく相談できるようにすることが大切です。 

★人権問題講演会を開催します★ 

長崎市人権イメージキャラクター 

ヒマワリさん 

★11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。 

 

 

「女性に対する暴力をなくす運動」の一環として、今年

は、眼鏡橋・袋橋をシンボルカラーの紫色にライトアップ

します。パープル・ライトアップには、女性に対するあら

ゆる暴力の根絶を広く呼びかけるとともに、被害者に対し

て、「ひとりで悩まず、まずは相談してください。」とい

うメッセージが込められています。ぜひご覧ください。 

みんなちがって、みんないい生き方を 

～金子みすゞの心とともに～ 

・日時 令和5年11月 15日（水） 

午後２時～午後３時５０分 

・場所 長崎市民会館文化ホール 

・講師 ちひろ 氏（シンガーソングライター） 

・定員 600人（先着申込順） 

・対象 どなたでも 

・入場料 無料 

・申込方法 HP、☎、FAX、当室窓口 

コンサート形式で開催しますので、ご家族や 

友人にもお知らせください★ 

 
 

★新規採用職員研修を行いました★毎年新規採用職員へ人権研修を行っています！ 

私たち市の職員は、より人権意識を高く持つ必要があります。研修では、性差に関する無意識の思い込み（ア

ンコンシャスバイアス）などの他、性的少数者の人権への理解について学んでいただきました。 

 

 

性的少数者の人権については、こんなことを学びました。皆さんも考えてみましょう。 

Qあなたは友達に「彼氏（彼女）はいるの？」と尋ねました。友達はなかなか答えてくれません。 

このような場合、どう尋ねれば良かったのでしょうか。 

民間の調査によると、日本には約８．９パーセントの性的マイノリティに属する人がいると言われています。皆

さんの周りや業務の窓口での対応でも、当事者の方がいるかもしれないという意識をもつことが大切です。 

行政窓口で性的少数者（特にトランスジェンダー）が直面する困難として、書類記載の性別と見た目の性別が一

致しないとして窓口でトラブルになる例があります。 

望ましい対応の例としては、 

 ・相手を必要以上に見比べたり、聞きなおしたり、周囲に聞こえるような大きな声で確認することは避ける。 

 ・声に出さずに書類等を指さしして「こちらでよろしいですか？」と尋ねる。 

などです。皆さんも毎日の業務に活かしてください！ 

A この場合は、「恋人」を使うと良いでしょう。また、パートナーという言葉を使う人も

増えてきました。 


